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映画『未来へのかたち』
キャスト編

2020年初夏公開予定

延べ約170人のエキストラが出演し、
� 映画を盛り上げました。

キャストの皆さんに
作品の魅力や砥部町、砥部焼の印象などを

お伺いしました。

―
作
品
に
つ
い
て

　
普
通
の
夫
婦
に
は
な
い
、
芸
術
家
同
士

で
あ
り
、
窯
元
な
ら
で
は
の
夫
婦
を
感
じ

て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

―
砥
部
町
の
印
象

　
私
は
陶
芸
や
食
器
が
好
き
な
の
で
、
町

を
歩
い
て
い
て
、
ど
こ
に
で
も
砥
部
焼
が

あ
る
の
は
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
あ
と
、

ふ
わ
っ
と
し
た
空
気
感
と
人
の
温
か
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

高
橋
竜
青�

役

伊
藤
淳
史
さ
ん

高
橋
幸
子�

役

内
山
理
名
さ
ん

―
作
品
に
つ
い
て

　
家
族
の
愛
や
再
生
を
描
い
て
ま
す
。
そ

の
中
で
砥
部
の
美
し
さ
や
空
気
感
、
砥
部

焼
の
魅
力
が
伝
わ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

―
砥
部
町
の
印
象

　
人
が
温
か
い
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
に
、

手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
、
と
て
も

優
し
く
て
心
が
温
ま
り
ま
し
た
。
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映画『未来へのかたち』
キャスト編

2020年初夏公開予定

―
作
品
に
つ
い
て

　
『
砥
部
町
』『
陶
芸
』
の
魅
力
が
伝
わ
れ

ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

―
砥
部
焼
の
印
象

　
デ
ザ
イ
ン
は
、
シ
ン
プ
ル
な
も
の
か
ら

個
性
的
な
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ
り
、
食

材
を
盛
り
付
け
る
と
印
象
が
変
わ
り
ま

す
。
色
使
い
も
独
創
的
で
魅
力
的
な
作
品

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

高
橋
竜
見�

役

橋
爪
功
さ
ん

高
橋
萌�

役

桜
田
ひ
よ
り
さ
ん

高
橋
竜
哉�

役

吉
岡
秀
隆
さ
ん

村
上
武�

役

飯
島
寛
騎
さ
ん

―
砥
部
焼
の
印
象

　
形
が
ぽ
っ
て
り
と
し
て
い
て
持
ち
や
す

く
、デ
ザ
イ
ン
も
作
り
手
に
よ
っ
て
違
い
、

ど
の
砥
部
焼
も
素
敵
だ
な
と
感
じ
、
砥
部

焼
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

―
砥
部
町
の
印
象

　
人
が
温
か
く
、
ご
飯
も
美
味
し
く
、
景

色
も
き
れ
い
で
本
当
に
い
い
町
だ
な
と
思

い
ま
す
。
晴
れ
の
日
に
星
空
が
き
れ
い

だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

―
作
品
に
つ
い
て

　
砥
部
町
が
美
し
く
、
そ
の
中
で
の
び
の

び
と
家
族
の
愛
が
ち
ゃ
ん
と
投
影
さ
れ
る

素
敵
な
映
画
で
す
。　

―
砥
部
町
の
印
象

　
砥
部
の
町
に
入
っ
て
、
散
歩
し
た
と
き

に
、
窯
元
が
日
常
と
す
ご
く
一
体
化
し
て

る
感
じ
が
と
て
も
和
む
、
い
い
と
こ
ろ
だ

な
と
感
じ
ま
し
た
。

―
砥
部
焼
の
印
象

　
西
伊
豆
に
あ
る
私
の
稽
古
場
に
は
、
砥

部
焼
の
食
器
や
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
な
ど
た

く
さ
ん
使
っ
て
い
ま
す
。
使
い
始
め
て
30

年
経
っ
た
今
で
も
６
割
以
上
健
在
な
ほ
ど

砥
部
焼
は
頑
丈
で
す
。

―
砥
部
町
の
印
象

　
ま
ず
人
々
が
素
晴
ら
し
い
。
す
ぐ
に
で

も
、
ま
た
、
戻
っ
て
き
た
い
と
い
う
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
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11
月
10
日
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
想
定
し
た
町
の
総

合
防
災
訓
練
を
、
麻
生
小
校
区
を
対
象
に
麻
生
小
学
校
を
メ

イ
ン
会
場
と
し
て
開
催
し
、
約
３
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、救
出
訓
練
、応
急
手
当
（
固
定・止
血
）、煙
体
験
、

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
訓
練
、
仮
設
ト
イ
レ
設
営
訓
練
、
排
水
ポ
ン

プ
車
操
作
訓
練
を
受
講
し
、
防
災
意
識
の
高
揚
と
地
域
防
災

力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

町総合防災訓練

１

２

３

４

５６
７

１バケツリレー訓練、２救出訓練、３煙体験、４応急手当、
５仮設トイレ設営訓練、６・７排水ポンプ車操作訓練
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　久保野さんは、昭和61
年、吟詠城西ブロック広田
支部に入会後、指導者や各
種吟詠大会の審査員を務め
るなど、県内外での活動を
通じて地域文化の普及・振
興・向上に寄与されていま
す。
　また、広田村議会議長を
務められるなど、町の発展
にも貢献されています。

　鎌田さんは、中央公民館
絵画教室を12年間続け、
級長などを歴任し、教室の
リーダー的存在として活躍
され、町の芸術文化の発展
に寄与されています。
　さらに、多年にわたり、
ボランティアなどさまざま
な活動を通じて社会に貢献
されています。

　白石さんは、女性陶芸家
として活躍されています。
砥部焼伝統の染付にイッチ
ンというスポイトのノズル
から泥漿（でいしょう）を
押し出す技法を用い、染付
模様を立体化することによ
り砥部焼の染付の世界を拡
げるなど、砥部焼業界の発
展に貢献されています。

久保野知さん
（総津）

鎌田美智子さん
（高尾田）

白石久美さん
（宮内）

①第16回全日本女子フッ
トサル選手権大会（11月
２日～４日　石川県）
②竹村琉花（砥部中学校３
年）
③四国代表という誇りを持
ち、全力でプレーしてきま
す。

①第５回全日本少年少女空
手道選手権大会（１月26
日　兵庫県）
②矢野凛斗（麻生小学校３
年）
③２回目の全国大会出場で
す。前よりも良い結果を残
したいです。頑張るぞ‼

①2019年少林寺拳法全国大会inあいち
（11月23日～24日　愛知県）組演武
高校生の部
②組演武ペア右から木村颯助（松山中
央高等学校２年）・藤川涼果（松山工
業高等学校２年）
③木村　昨年の全国大会のように緊張
しすぎて体が硬くならないように、こ
れまでの練習を信じて全力の演武をし
ます。
藤川　お互いを信じあい、これまでの
練習の成果を発揮して、予選突破でき
るように頑張ります。

全国大会出場　①全国大会の名称②氏名及びチーム名（敬称略）③コメント

令和元年度町功労賞 　11月23日、文化会館で本町文化の向上や発展に特に著し
い功績があった３人に、功労賞が贈られました。
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選挙管理委員会委員長に感謝状

歯の健康「元気歯つらつコンクール」入賞

第78回�愛媛県児童生徒発明工夫展の表彰式

ヘリポート開設記念訓練

　11月29日、選挙関係功労者総務大臣感謝状の伝達
式が愛媛県中予地方局で行われ、町選挙管理委員会
の委員長を務める西岡英和さん（高市）に感謝状が
贈られました。
　この感謝状は、選挙制度創設から130周年を迎え
たことから、多年にわたり民主政治の確立のために
尽力された人に対して国から贈られるものです。

　県主催のコンクールで、亀島マユミさん（原町：
写真右）と矢野道子さん（頭ノ向）が入賞されました。
　歯や歯茎の健康は、自分の歯でしっかりと噛んで
食べるためにとても大切で、肥満や糖尿病、認知症
などの予防につながることが分かっています。定期
的に歯科検診を受けましょう。
　町では、40歳以上の人に受診券を発行していま
す。問保健センター☎（９６２）６８８８

　10月28日、県庁で、「第78回 愛媛県児童生徒発
明工夫展」の表彰式が行われ、砥部町少年少女発明
クラブ員の作品が入賞しました。
　入賞者は次のとおりです。（敬称略）

賞名 氏名
特賞（井関賞） 千﨑太晴（宮内小４年・写真前列中央）

優秀賞 田中柚希（宮内小６年・写真後列右）、田中蒼（宮内小
５年・写真後列左）、石津琉晟（麻生小５年・写真前列右）

努力賞 堀井紬希・二神碧生（宮内小6年）、成瀬太登（麻生小５年）
中村倫士・児玉瑞樹・竹内実咲・森秀斗（宮内小４年）

　11月21日、山間地域の救命率の向上を図ること
を目的に整備した、広田ヘリポート（道の駅「峡の
館」南東側）で、県・消防署合同の訓練を開催しま
した。
　訓練には、広田地域の住民をはじめ多くの見学者
が訪れ、訓練後は、広田小学校の児童などが、ドク
ターヘリについて訓練参加者に熱心に質問をしてい
ました。
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　11 月３日、文化会館で秋の囲碁・将棋大会が行われ、囲碁大会のＡ級に８人、Ｂ級に８人、将
棋大会に６人が参加し、熱戦を繰り広げました。結果は次のとおりです。（敬称略）

将棋大会Ａ級 Ｂ級
優勝 福宮健一

（南ヶ丘）
薩川秀行

（松山市）
準優勝 藤野武夫

（山並）
村上修三

（松山市）

３位

池田正誉
（松山市）

妙見照雄
（五本松）

和田洋一
（富士）

西丸宏爾
（山並）

優勝 佐野耕一郎
（麻生）

準優勝 小池豊光
（幸田）

３位
山口大樹
（麻生）
佐賀宏

（北川毛）

囲碁大会

　10月26日、11月９日、10日に「第32回愛媛
県中学校新人体育大会」が開催され、各種競技
に砥部中学校の生徒59人が出場しました。
　主な成績は次のとおりです。（敬称略）

種目 賞種 氏名
柔道男子
90㎏超級 優勝 杉本明豊（２年・写真右端）

バドミントン
（男子ダブル
ス）

優勝
津久井晴大

（２年・写真右から 2 番目）
村上尚誠

（２年・写真右から３番目）

　12月１日、道の駅ひろた「峡の館」で、「じ
ねんじょまつり」が開催され、大勢の自然薯
（じねんじょ）ファンが来場し、午前中には完
売しました。
　自然薯の共同開発を行っている伊予農業高等
学校の生徒が「むかごごはん」の無料配布や
「ふわかけお好み焼き」の実演販売などを手伝
い、来場者に笑顔でおもてなしをしました。

　12月８日、宮内小学校で、「愛・野球博」
の一環として、町スポーツ協会主催のイベント
が行われました。愛媛マンダリンパイレーツの
選手を講師に招いて、町内の野球未経験者やス
ポーツ少年団の子どもと保護者75人が「打つ・
投げる・走る・捕る」といった野球の基本を親
子で一緒に楽しく学びました。

県中学校新人体育大会

熱戦を展開　秋の囲碁・将棋大会

じねんじょまつり

親子わくわく野球体験教室
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南ヶ丘区ミニ文化祭

上野区ミニ文化祭

インディアカ大会

「砥部リトルリーグ」が西日本選手権で３位入賞

あわてんぼうのサンタがやって来た！

　11月９日～10日、南ヶ丘北集会所で、南ヶ丘北さつ
きクラブ主催の文化祭を開催しました。
　会場には、自治会員やクラブ会員の絵画、書道、俳
句、水墨画、手工芸、書籍、写真、盆栽など約80作品
が展示され、100人以上の来場者が素晴らしい作品を
満喫しました。

　11月17日、上野区集会所で、ミニ文化祭が開催され
ました。
　作品（水彩、書、写真、木工クラフト、水墨画、手
芸）の展示やハーモニカ、パネルシアター、吹き矢、
川柳のお話、コーラス、歌と絵本、リメイクファッ
ションショーなどの発表もあり盛り上がりました。子
どもたちは、この日のために練習した「はらぺこあお
むし」の歌を来場者に披露しました。

　11月17日、陶街道ゆとり公園で、町内インディアカ
大会混合の部が行われ、６地区から16チームが参加し
ました。外山Ｂが優勝し、外山地区の連勝が続いてい
ます。結果は次のとおりです。

　11月23日、長崎県諫早市で「2019ゼット杯西日本
選手権大会」が行われました。
　砥部リトルリーグは、１回戦で地元長崎に12対０で
勝利し、準決勝は宝塚に２対10で敗れましたが、３位
に入賞し貴重な経験をすることができました。
　砥部リトルリーグでは、未就学児と小学生の団員を
募集しています。問長久☎０８０（１９９６）２４４６

　12月２日、砥部ライオンズクラブ主催の「あわてん
ぼうのサンタクロース」が町内の保育所・幼稚園で行
われ、クラブ員の扮（ふん）するサンタは園児たちの
歓喜の声に迎えられました。
　園児は、「みんなで集めました。目の見えない人のた
めに使ってください。」と古切手などをサンタへ渡し、
お礼のプレゼントを満面の笑顔で受け取りました。

2020.1 広報とべ（8）
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順位 団体名
１位 外山Ｂ（写真）
２位 外山Ａ
３位 五本松Ａ 五本松Ｂ
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町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
公
立
の

小
・
中
学
校
へ
児
童
生
徒
を
就
学
さ
せ

る
こ
と
が
困
難
な
保
護
者
に
対
し
て
、

学
用
品
費
や
学
校
給
食
費
な
ど
の
援
助

を
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　
次
の
就
学
援
助
認
定
基
準
１

か
ら
３
を
満
た
す
場
合
で
、
教
育
委
員

会
が
援
助
を
必
要
と
認
め
る
人

【
就
学
援
助
認
定
基
準
】

１　
収
入
見
込
額
か
ら
社
会
保
険
料
支

払
額
を
控
除
し
た
額
が
認
定
基
準
額

（
生
活
保
護
法
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
基
準
に
準
拠
し
算
定
し
た

額
）
の
１・３
倍
を
超
え
て
い
な
い
人

２　
次
の
①
か
ら
⑨
の
い
ず
れ
か
の
措

置
を
受
け
た
人
（
た
だ
し
、
減
免
は
災

害
に
よ
る
場
合
の
み
）

①
生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止

②
市
町
村
民
税
の
非
課
税
（
障
が
い
者
、

未
成
年
者
、
寡
婦
ま
た
は
寡
夫
の
人
の

み
）

③
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

④
市
町
村
民
税
の
減
免

⑤
個
人
事
業
税
の
減
免

⑥
国
民
年
金
の
掛
金
の
全
額
免
除
（
世

帯
・
生
計
同
一
者
全
員
）

⑦
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
の
減
免
、

徴
収
の
猶
予

【
源
泉
徴
収
票
と
は
？
】　

　
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
へ
、
１

年
間
の
年
金
の
支
払
総
額
な
ど
を
記
載

し
た
「
源
泉
徴
収
票
」
が
１
月
下
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
の
際

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
紛
失
し
た
と
き
な
ど
は
再
発
行
で
き

ま
す
。
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
課
税
の
対

象
で
な
い
た
め
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付

さ
れ
ま
せ
ん
。

　
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
場
合
で
も
、
65
歳
以
上
で
身
体
障
害

者
な
ど
に
準
ず
る
者
と
し
て
町
長
の
認

定
を
受
け
た
場
合
は
、
障
害
者
控
除
の

対
象
と
な
り
、
確
定
申
告
な
ど
に
よ
り

所
得
税
や
町
・
県
民
税
の
所
得
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
町
で
は
、
申
請
に
よ
り
一
定
要
件
を

満
た
し
た
場
合
に
、
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
人
で
、
認
定
書
交
付
申
請

【
確
定
申
告
が
必
要
な
場
合
】

○
２
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
て
い
る
人

で
、
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出
し
て

い
る
場
合

○
年
金
以
外
に
給
与
な
ど
の
収
入
が
あ

る
場
合

○
源
泉
徴
収
で
受
け
る
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
控
除
（
社
会
保
険
料
控
除
、
生

命
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
な
ど
）

が
あ
る
た
め
所
得
税
を
納
め
過
ぎ
と

な
っ
て
い
る
場
合

問
松
山
西
年
金
事
務
所
【
自
動
音
声
案
内
】

☎
（
９
２
５
）
５
１
０
５

保
険
健
康
課
保
険
年
金
係
☎
（
９
６
２
）
７
０
５
７

時
に
本
町
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
人

対
象
者　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
介
護
福
祉
課
の
窓
口
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の　
印
鑑

問
介
護
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
☎
（
９
６
２
）
７
２
５
５

就
学
援
助
制
度

源
泉
徴
収
票
は
大
切
に
保
管
（
年
金
受
給
の
皆
さ
ん
）

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付

⑧
社
会
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
貸
付

⑨
固
定
資
産
税
の
減
免

３　
そ
の
他
教
育
委
員
が
就
学
援
助
を

行
う
こ
と
を
必
要
と
認
め
る
人

申
請
方
法　
希
望
さ
れ
る
保
護
者
は
、

子
ど
も
が
通
学
し
て
い
る
学
校
へ
相
談

し
、
申
請
書
（
学
校
備
え
付
け
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
学
校
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請
書
に
は
、

児
童
扶
養
手
当
の
証
書
な
ど
必
要
書
類

の
添
付
が
必
要
で
す
。

※
今
年
度
、
認
定
を
受
け
て
い
た
人
も

申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
時
期　
当
初
認
定
の
場
合
、
在
校

生
は
１
月
か
ら
２
月
、
新
１
年
生
は
４

月
上
旬
ま
で
で
す
。
ま
た
、
年
度
途
中

で
あ
っ
て
も
随
時
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。

援
助
費
用　
学
用
品
費
・
新
入
学
児
童

生
徒
学
用
品
費
・
修
学
旅
行
費
・
学
校

給
食
費
・
医
療
費
・
ク
ラ
ブ
活
動
費
・

生
徒
会
費
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
・
卒
業
ア
ル

バ
ム
代
な
ど
で
す
。（
た
だ
し
、
認
定
日

に
よ
っ
て
支
給
で
き
な
い
も
の
も
あ
り

ま
す
）

問
子
ど
も
が
通
学
し
て
い
る
学
校

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
☎
（
９
６
２)

４
８
２
０

お
知
ら
せ
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消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

無
料
法
律
相
談
会

蜜
蜂
飼
育
は

届
け
出
が
必
要

　
悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

に
遭
わ
れ
た
人
を
対
象
に
、
法
律
の
専

門
家
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
３
日

前
ま
で
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
１
月
30
日
木
13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　
役
場
１
階
相
談
室
１

相
談
員　
司
法
書
士
と
消
費
生
活
相
談
員

（
相
談
時
間
は
１
人
あ
た
り
約
30
分
程
度
）

問
消
費
者
相
談
窓
口
（
地
域
振
興
課
内
）

☎
（
９
６
２
）
２
３
６
７

　
養
蜂
業
者
の
ほ
か
、
趣
味
で
飼
育
を

し
て
い
る
人
も
年
に
一
度
飼
育
届
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

提
出
期
限　
１
月
31
日
金

提
出
方
法　
農
林
課
ま
た
は
広
田
支
所

に
置
い
て
あ
る
「
蜜
蜂
飼
育
届
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
農
林
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

問
農
林
課
農
業
振
興
係
☎
（
９
６
２)

５
６
６
７

〒
７
９
１
‐
２
１
９
５　
宮
内
１
３
９
２

「軽四輪貨物自動車」「消防団用ポンプ車」「小型乗用自動車」を
入札により売却します

所在地 宮内1392番地（町役場） 宮内1350番地2
（砥部消防署内）

総津396番地
（町国民健康保険診療所）

概要

売却物件 軽四輪貨物自動車 消防団用ポンプ車 小型乗用自動車

初年度登録 平成21年５月 平成８年３月 平成13年９月

自動車検査
証有効期限 令和元年５月28日 令和２年3月17日 令和２年10月13日

排気量 650ｃｃ 4,560ｃｃ 1,760ｃｃ

最低売却価格 181,000円 150,000円 10,000円

最低入札保証金 9,050円
（売却価格の５％以上）

7,500円
（売却価格の５％以上）

500円
（売却価格の５％以上）

町有地詳細
○物件の詳細は、企画財政課にある物件調書をご覧ください。
○物件調書は、物件の概要を把握するための参考資料です。参加申し込みの前
に必ず現地、諸規制などの調査確認を行ってください。

入札参加資格 暴力団関係者でない人

入札参加申込
企画財政課にある「普通財産売払資格審査申請書」と発行から３カ月以内の住
民票（法人の場合は履歴事項全部証明書）および印鑑証明書を、企画財政課に
提出してください。（郵送可）
※申請書は、町ホームページからもダウンロードできます。

入札参加申込期限 １月24日金までの土・日曜日、祝日を除く８時30分～ 17時

入札の方法
参加資格があると認められた場合は、２月21日金までに入札保証金を納付し、
受付期間内に砥部郵便局に届くよう、入札書、入札保証金納付済書の写し、入
札保証金還付請求書、入札保証金還付先通知書を、郵送により企画財政課に提
出してください。

入札書受付期間 ２月18日火～ 27日木まで

開札日 ３月２日月

落札者の決定 落札者は、最低売却価格以上の価格で最高の価格を入札した者とします。ただし、
落札者となる者が複数ある場合は、くじ引きにより決定します。

注意事項 郵送は、「砥部郵便局留」で特定記録郵便か簡易書留に限ります。

問い合わせ 企画財政課契約資産係 ☎（９６２）７２５０
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令和元年度臨時職員

ストレッチ教室生

給食センター 地域振興課 子育て支援課
募集人数 ①②③各2人程度 １人 ２人程度 ３人程度

職務内容 ①②学校給食の調理
③給食の食器などの洗浄

フロント業務、清掃業務な
ど 指定休代替調理員 クラス担任指定休代替およ

び緊急対応

資　格 健康で体力に自信のある人 保育士もしくは保育士・幼
稚園教諭免許両方ある人

勤務場所 学校給食センター とべ温泉湯砥里館 砥部こども園、町立保育所 宮内保育所、麻生保育所、
砥部こども園

勤務日・
勤務時間

月～金曜日
①８時～16時45分
②８時～12時30分
③13時45分～16時45分

８時30分～17時
月13日程度

８時～16時45分
月12日程度
（土曜日と平日８日）

月～土曜日
８時30分～17時15分
月16日程度

祝日、学校長期休業日を除く 土・日曜日、祝日勤務あり 都合により時間外勤務あり
雇用期間 雇用日～３月31日（更新あり）

賃金 ①日給6,800円
②③時給870円 時給870円 日給6,800円 日給8,200円

手当など
①期末手当あり
①健康保険・厚生年金・雇用保険の加入制度あり
①②③通勤距離２キロメートル以上は通勤手当を支給

募集期限 １月17日金 随時
採用方法 書類および面接により決定
面接日 本人に通知
申込方法 履歴書（写真を貼る）を提出してください。

申し込み・
問い合わせ

学校給食センター
〒791-2124　岩谷口460
☎（962）2240

とべ温泉湯砥里館
〒791-2120　宮内1902-3
☎（962）7200

子育て支援課保育幼稚園係
〒791-2120　宮内1369
☎（962）6171

教室名 火曜 木曜
時間 10時~ 14時～

場所 県立医療技術
大学体育館

総合福祉センター
はらまち２階

定員 100人 60人
講師 町職員

内容 １回50分程度のストレッチと筋肉ト
レーニング

対象者 町に住民登録している人

持ってくるもの ヨガマットなどの敷物（貸し出し用
あり）

申込方法
氏名・住所・電話番号を窓口か電話
で保険健康課（保健センター）にお
申し込みください。

問い合わせ 保険健康課（保健センター）
☎（９６２）６８８８

　運動は健康づくりに欠かせませんが、自宅ではなか
なか続きません。専門の指導者がストレッチや筋力ト
レーニングの方法を紹介しま
すので、参加してみませんか。
※参加できる教室は週に 1 回
です。

　

多
様
な
学
び
の
場
を
提
供
す
る
た

め
、
中
央
公
民
館
主
催
の
教
室
な
ど
に

お
け
る
講
師
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

講
師
の
主
な
仕
事　
芸
術
・
芸
能
分
野

の
指
導

応
募
対
象
者　
次
の
①
～
④
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

①
有
資
格
者

②
講
師
経
験
者

③
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
師
登
録
者

④
現
公
民
館
講
師
の
推
薦
者

申
込
方
法　
中
央
公
民
館
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
中
央
公

民
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
１
月
31
日
金

問
中
央
公
民
館
☎
（
９
６
２
）
４
８
２
２

催
し
募
集

中
央
公
民
館
講
師
登
録
者
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令和２年度臨時職員

総務課 山村留学センター(寮母） 外国人指導助手（ALT)
募集人数 15人程度 2人 １人 １人程度

職務内容 窓口業務や事務補助 庁舎内の清掃業務 山村留学センターの清掃・
児童の世話および宿直

授業における担当教員の補
助、町主催英会話教室の講
師（年15回程度）

資　格 パソコンの基本操作（ワー
ド・エクセル）ができる人 健康で体力に自信のある人 普通自動車免許

健康で子どもが好きな女性

英語を母国語または公用語
とする外国人、幼稚園・小
学校・中学校で英語を教え
ることができる人ほか
※詳しくは町ホームページ
でご確認ください

勤務場所 役場各課 役場 山村留学センター 町立幼稚園・小学校・中学校

勤務日・
勤務時間

月～金曜日（祝日、年末年
始を除く）
８時30分～17時15分のう
ち６時間

月～金曜日（祝日、年末年
始を除く）のうち週２～３
日勤務
８時～15時

月12日程度、宿直5日程度
あり

月～金曜日（祝日・年末年
始を除く）
９時～16時

都合により時間外勤務あり 土・日曜日、祝日勤務あり
雇用期間 ４月１日～翌年３月31日
賃金 月給115,464円 時給874円 日給6,779円 月給27万円程度

手当など

期末手当あり 期末・宿直手当あり 期末手当あり
健康保険・厚生年金・雇用
保険の加入制度あり 健康保険・厚生年金・雇用保険の加入制度あり

通勤距離２キロメートル以上は通勤手当を支給
募集期限 １月31日金
採用方法 書類および面接により決定
面接日 本人に通知
申込方法 履歴書（写真を貼る）を提出してください。

申し込み・
問い合わせ

総務課人事係
〒791-2195　宮内1392
☎（962）6110

総務課総務管理係
〒791-2195　宮内1392
☎（962）6110

学校教育課
〒791-2120　宮内1369
☎（962）4820

子育て支援課

募集人数 ２人程度 ２人 ①早朝パート保育士２人程度
②延長パート保育士２人程度

職務内容 保育士、幼稚園教諭もしくは保育教諭 一時保育担当保育士 保育士

資　格 保育士資格・幼稚園教諭免許（令和
２年３月までに取得見込み含む）

保育士資格（令和２年３月までに取
得見込み含む）

保育士資格、幼稚園・小学校教諭免
許、子育て支援員研修地域型コース
修了証のいずれか所有

勤務場所 ①町立保育所②町立幼稚園③砥部こ
ども園 麻生保育所 砥部こども園、町立保育所

勤務日・
勤務時間

①③月～土曜日（祝日、年末年始を除
く）７時30分～19時のうち週5日40
時間勤務
②月～金曜日（祝日、年末年始を除
く）８時30分～17時15分

月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
８時30分～17時15分

①月～土曜日、７時30分～９時30分
②月～金曜日、16時～19時

都合により時間外勤務あり
雇用期間 ４月１日～翌年３月31日
賃金 月給180,498円 日給8,204円 時給1,122円

手当など
期末手当あり、健康保険・厚生年金・雇用保険の加入制度あり
通勤距離２キロメートル以上は通勤手当を支給

募集期限 １月21日火
採用方法 書類および面接により決定
面接日 本人に通知
申込方法 履歴書（写真を貼る）を提出してください。

申し込み・
問い合わせ

子育て支援課保育幼稚園係
〒791-2120　宮内1369
☎（962）6171



年末年始休館日
砥部町陶芸創作館　12月29日日～１月３日金  　  農村工芸体験館　　　　 　　　　  12月30日月～１月３日金
とべ温泉湯砥里館　１月６日月　　　　　　 　　道の駅ひろた「峡の館」　  　　　 12月31日火～１月３日金
陶街道ゆとり公園　12月29日日～１月３日金 　　交流ふるさと研修の宿「ひろたの森」　 12月28日土以降完全予約制

▼砥部焼×菊間瓦展
　240年の歴史がある砥部焼と750年の歴史が
ある今治の菊間瓦。愛媛県の伝統的特産品の歩
みを感じてみてください。
期間　２月24日 月・振休 まで

▼砥部焼×菊間瓦　伝統工芸士会展
　１月26日日10時～と
13時～に、ろくろと絵
付けの実演を行います。
伝統工芸士の匠の技を目
の前で見ることができま
す。
　また、菊間瓦の鬼師に
よる実演もあります。

期間　１月18日土～２月９日日
問砥部焼伝統産業会館　☎（９６２）６６００

砥部焼伝統産業会館坂村真民記念館

文化会館

▼企画展「若者たちに贈る真民詩
～二度とない人生をどう生きるか～」
期間　２月16日日まで

問坂村真民記念館　☎（９６９）３６４３

▼第20回ピアノリレーコンサート
　約260人の一般公募の出演者によるさまざま
なジャンルのピアノ演奏をお楽しみください。
日時　１月18日土・19日日10時（開場９時30分）

▼三遊亭小遊三・春風亭一之輔　二人会
日時　２月８日土14時
 （開場13時30分）
対象　小学生以上
入場料　4,300円
 （前売3,800円）

▼池田慈ピアノリサイタル
　－ひばりが告げる春の訪れ－
日時　２月23日日・祝14時（開場13時30分）
対象　小学生以上
入場料　一般2,500円　高校生以下1,000円
申込方法　文化会館他各プレイガイドで購入
問文化会館　☎（９６２）７０００

松山市
▼令和最初の大合戦！　松山城冬の陣
　松山城を周遊しながら、宝の地図に描かれ
た謎の解読に挑戦する「リアル宝探し」や、二
之丸史跡庭園に登場する約12㍍×15㍍サイズ
の「忍者巨大迷路」など、イベント盛りだくさ
ん。
　詳しくは、南海放送ホームページ（   

https://www.rnb.co.jp/matsuyama-
castle/）をご覧ください。
日時　１月11日土～３月８日日
場所　松山城・二
之丸史跡庭園・松
山城山ロープウェ
イ東雲口駅舎
※入園料または天
守観覧料が必要な
場所があります。

問観光・国際交流課　☎（９４８）６５５７

年末年始休館日12月29日日～１月１日水・祝 年末年始休館日12月29日日～１月１日水・祝

年末年始休館日12月28日土～１月４日土

Ⓒキッチンミノル
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イベント



2020.1 広報とべ（14）「大きくなったよ！」では、満２・３歳になるお子さんの写真を掲載しています。掲載を希望
される人は、誕生日の前々月末日までに、写真と氏名、生年月日、住所、電話番号、お子さん
へのメッセージ (50 字以内）を書いて総務課広報広聴係へ。

問い合わせ
①子育て支援課子育て支援係　☎（９６２）６２９９
②とべファミサポ事務局　☎（９６２）１９８８
③砥部児童館　☎（９６２）２８６８
④麻生児童館　☎（９５８）５１８７
⑤ぽっかぽか　☎（９５８）３４０５
⑥とべ子育て支援コーディネーター　☎０９０（８２８５）７６０４
⑦愛育幼稚園　☎（９６２）２２２４

子育て

ろ
ひ ば

名称 開催日 時間 場所 対象 内容 問
子育てサロン

ポレポレ 14 日火 ９時 30 分～
11 時 30 分

商工会館２階
大研修室

乳幼児と保護者 親子遊びの場を提供します

②

園庭開放
（天候不良のときは、
幼稚園での開催は中
止になります）

21 日火
10 時～ 11 時

麻生保育所
①23 日木 砥部こども園

28 日火 宮内保育所

毎週火水
と第４土 ９時～ 12 時 愛育幼稚園 ⑦

どんど焼き 18 日土 14 時～ 砥部児童館 どなたでも
１年の健康を願って、お
餅やお芋を焼いて食べま
しょう

③

あかちゃんたいむ 15 日水
10 時 30 分～ 麻生児童館

乳幼児と保護者 ベビーフォト、絵本
④

ママたいむ 16 日木 事前申込 新春お茶教室（10人程度）

ぽっかぽか

９日木 11 時～

高尾田あったか広場
乳幼児と保護者

あんまやさん（当日先着予約）

⑤

15 日水 10 時 30 分～ おじいちゃんおばあちゃんと
交流

17 日金 10 時～ リトミック（事前予約６組）
20 日月 11 時～ 前髪カット（当日先着予約）
21 日火 10 時 30 分～ 性教育
23 日木 11 時～ 豆まき（事前予約）

29 日水 10 時～ バランスボール（事前予
約５組）

出前ひろば「とべっこ」 27 日月 10 時 30 分～ 老人福祉センター 木のおもちゃで遊ぼう ⑥

☆活動☆　
「バランスボール」 「園庭開放」

大きくな～れ！
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≪イチオシ行事≫　
　16 日木 10 時 30 分からは、ママたいむの「新
春お茶教室」です。お茶の先生をお招きして、
本格的なお抹茶をいただきます。今回は、クラ
ブの親子も来るので、小さなお子さんも大丈夫
です。気軽に参加してください。
　参加するには、事前に申し込みが必要です。

≪イチオシ行事≫
　18 日土 14 時から「どんど焼き」をします。
1 年の健康を願って参加しませんか？お餅やお
芋を焼いて温まりましょう。お飾りなどを持っ
てくる場合は、ミカンや装飾、針金などを外し
てください。雨天の場合は、翌日 19 日日にな
ります。

＜臨時休館日＞
　１月 16 日木

とべ子育て支援コーディネーター　☎ 090（8285）7604

今月の講習会
「語ろう、学ぼう、行動しよう、地域の防災」
　身近なところでの防災についてみんなで一緒
に考えましょう。
　日時　１月 22 日水 10 時～ 12 時
　場所　文化会館３階視聴覚室
　講師　町総務課 政岡晋係長
　申込期限　１月 17 日金
　※託児が必要な人は、ファミサポまでご連絡
　　ください。

とべファミリー・サポート・センター（ファミサポ）　☎（962）1988

砥部児童館　☎（962）2868 麻生児童館　☎（958）5187

＜年末年始休館日＞ 12 月 29 日日～１月３日金

おしゃべり恐竜くらぶ
　毎月第１月曜日に保健センターでの活動、他
月１回「外活動」などをしています。
　１月20日月「お正月あそび」
　２月 ３日月「節分ごっこ」

子育てサロン♪ポレポレ♪
　ぐずって抱っこされてい
る赤ちゃんに、男の子が「は
いどうぞ」とおもちゃを渡
しにきました。赤ちゃんは、
おもちゃを触ろうと手を伸
ばし、ぐずるのをやめまし
た。きっと赤ちゃんにも男
の子の優しさが伝わったん
だと思います。

家庭教育支援事業
子育て学習会「子育て♥スマイル講座」
　日時　１月 13 日月・祝 10 時～ 12 時
　テーマ　「ボーイスカウトの防災教室
　　　　　  ～身近なものから防災を考える～」
　場所　町老人福祉センター
　講師　ボーイスカウト愛媛県連盟
　　　　愛媛ローバース会議
　対象　乳幼児～小学生親子・一般・子育て　
　　　　支援関係者など
　申し込み・問い合わせ
　　社会教育課☎（９６２）５９５２
　　ＮＰＯ法人とべ子育て支援ぽっかぽか
　　☎０９０（８２８５）７６０４( 村上 ) 節分ごっこ



図書館だより
●開館時間●
9：00～18：00
● ●

砥部町立図書館
☎（９６２）４４００

■休館日
○おはなし会
◎にこにこほっぺのおはなし会
□ひろたのみんなのおはなし会

１月の予定表

　

学
校
も
や
め
て
、
家
で
も
邪
魔
者
扱

い
を
さ
れ
て
、
介
護
施
設
で
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
て
い
た
ミ
ト
は
、
気
晴
ら
し
の

つ
も
り
で
東
北
に
旅
に
で
た
。
そ
こ
で

出
会
っ
た
不
思
議
な
人
物
の
正
体
と
は
。

「
湖
」
の
秘
密
と
は
…
。

　
「
帰
る
場
所
が
あ
り
ま
す
か
」 

行
き

倒
れ
た
少
女
が
、
へ
ん
ろ
宿
の
女
将
に

声
を
か
け
ら
れ
…
。
愛
媛
県
の
道
後
温

泉
の
宿
を
舞
台
と
し
た
、
魂
の
救
済
の

物
語
。

『湖の国』（児童書）
柏葉�　幸子
講談社　刊

『巡礼の家』�
天童�　荒太
文藝春秋　刊

　

38
歳
の
誕
生
日
に
届
い
た
、
あ
る
騒

動
の
報
せ
。
何
者
か
に
な
ろ
う
と
あ
が

い
た
季
節
の
果
て
で
、
か
つ
て
の
若
者

達
を
待
ち
受
け
て
い
た
も
の
と
は
？

『人間』
又吉�　直樹

毎日新聞出版　刊

新
着
紹
介

『
純
、
文
学
』 

北
野 　
　
武

『
い
も
う
と
』 

赤
川 　
次
郎

『
最
果
て
の
決
闘
者
』 

逢
坂 　
　
剛

『
新
蔵
唐
行
き
』 

志
水 　
辰
夫

『
背
中
の
蜘
蛛
』 

誉
田　

 

哲
也

『
祝
祭
と
予
感
』 

恩
田 　
　
陸

『
べ
ら
ぼ
う
く
ん
』 

万
城
目　

 

学

『
ラ
イ
オ
ン
の
お
や
つ
』 

小
川　
　

 

糸  

『
お
も
い
お
い
も
』（
絵
本
） 

ど
う 

な
つ
み

年
末
年
始
休
館
日
12
月
27
日
金
～
１
月

４
日
土
ま
で

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 ⓮ 15 16 17 ⑱
19 20 ㉑ 22 23 24 25
26 27 ㉘ 29 30 ㉛

消　
防　
署　
だ　
よ　
り

住
宅
用
火
災
警
報
器

　
一
般
住
宅
へ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
は
、
消
防
法
で
定
め
ら
れ
た
義

務
で
す
。
必
ず
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果

　

住
宅
火
災
の
被
害
状
況
を
分
析
し

た
と
こ
ろ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が

設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
設
置
さ

れ
て
い
な
い
場
合
に
比
べ
、
死
者
数

は
約
４
割
減
、
焼
損
床
面
積
と
損
害

額
は
お
お
む
ね
半
減
し
た
と
い
う
結

果
と
な
り
ま
し
た
。（
消
防
庁
調
べ
）

義
務
設
置
場
所

○
す
べ
て
の
寝
室

○
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段

※
他
に
も
、
住
宅
の
階
数
な
ど
に
よ

り
取
り
付
け
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
砥
部
消
防

署
か
広
田
出
張
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
管
理

○
半
年
に
１
回
程
度
作
動
確
認
し
、
音

を
聞
き
ま
し
ょ
う
。

○
「
故
障
」
や
「
電
池
切
れ
」
な
ど
で
、

火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る

た
め
、
製
造
か
ら
10
年
を
目
安
に
交
換

し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
消
火
器

　
一
般
住
宅
へ
の
消
火
器
設
置
は
、
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
義
務
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
火
災
は
い
つ
発
生
す
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。

住
宅
用
消
火
器
は
、
デ
ザ
イ
ン
も
豊

富
で
カ
ラ
フ
ル
な
も
の
も
多
く
揃
っ
て

い
ま
す
。
も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
、

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

問
砥
部
消
防
署
☎
（
９
６
２
）
２
１
１
９

　
広
田
出
張
所
☎
（
９
６
９
）
２
１
２
１

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
消
火
器
は
設
置
し
て
い
ま
す
か
？

作動確認方法

。
す
ま
し
押
を
ン
タ
ボ
①

果
結
ト
ス
テ
、
り
鳴
が
音
作
操
②を

。
す
ま
し
動
鳴

2020.1 広報とべ（16）
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砥　

部　

句　

会

川 

柳 

と 

べ 

吟 

社

町
の
文
化
財

問
社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
☎
（
９
６
２
）
５
９
５
２

俳
句

川
柳

砥　

部　

句　

会

あ
そ
び
べ
、
と
べ
。

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
毎
週
木
曜
日
と

第
３
金
曜
日
は
、
専
門
の
相
談
員
が
対
応
）

問
相
談
窓
口(

地
域
振
興
課
内)

☎
（
９
６
２
）
２
３
６
７

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎
１
８
８

消
費
者
力
ア
ッ
プ
通
信

独
居
高
齢
者
を
狙
っ
た
下
水
道
点
検
に
注
意
！

相談事例アドバイス

◆
排
水
管
の
点
検
を
き
っ
か
け
に
修
理
工
事
な

ど
を
勧
誘
す
る
手
口
で
す
。
高
齢
者
の
人
は
、

１
人
で
応
対
せ
ず
、
家
族
や
周
り
の
人
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

　
独
居
の
高
齢
女
性
宅
に
、「
下
水
道
管
を
見

せ
て
ほ
し
い
」
と
業
者
が
来
訪
し
、
点
検
を

受
け
た
。
洗
浄
作
業
を
さ
れ
３
万
円
を
支
払
っ

た
。
今
度
は
床
下
の
水
漏
れ
点
検
を
し
、
水
浸

し
で
、
柱
に
カ
ビ
が
生
え
て
い
る
と
言
わ
れ
不

安
に
な
り
、
床
下
換
気
扇
取
り
付
け
の
契
約
を

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
も
、
外
壁
工
事
な
ど

次
々
と
勧
誘
さ
れ
、
断
わ
り
き
れ
ず
に
契
約
し

て
し
ま
っ
た
。
解
約
で
き
な
い
か
。

　明治 19 年の台風で倒壊し、同
22 年に再建された三間社流れ造
りの建物。長州大工による彫刻が
随所に見られる。

　寛永元年（1624）、加藤嘉明
が焼失していた楼門を再建した
と伝えられる。均整がとれ、堂々
とした立派な構えである。

総そ
う
も
り
み
し
ま
じ
ん
じ
ゃ

森
三
島
神
社
本
殿
と
拝
殿
（
町
指
定
建
造
物
）

理り
し
ょ
う
い
ん
ろ
う
も
ん

正
院
楼
門
（
町
指
定
建
造
物
）

育
て
た
る
穴
を
残
し
て
大だ
い
こ根

引
く�

渡
部　

洋
三

石つ

わ蕗
の
花
盛
り
や
島
の
美
術
館�

大
西　

一
教

冬
浅
き
児こ

ら等
の
ス
キ
ッ
プ
軽
や
か
に�

菊
池　

明
美

あ
の
服
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
冬
初
め�

佐
々
木
美
知
恵

い
ち
押
し
の
茸き
の
こ料

理
も
山
の
宿�

篠
崎　

伶
子

冬
紅
葉
身
を
い
と
ひ
を
る
誕
生
日�

長
曽
我
部
弓
子

た
ん
と
吸
へ
秋
蝶
よ
海
飛
ぶ
ん
だ
ろ�

中
塚　

香
代

広ひ
ろ
え
ん縁

で
茶
話
会
開
く
小
春
か
な�
中
岡
セ
ツ
コ

初
紅
葉
の
ろ
し
揚あ

げ
た
る
砦と
り
で山�
長
戸
ふ
じ
子

霜し
も
よ夜
読
む
自
然
農
法
つ
れ
づ
れ
に�

名
本　

時
也

冬
う
ら
ら
季
語
の
一
つ
を
噛
み
し
め
て�

沼
田　

千
寿

似
顔
絵
の
あ
ま
り
に
若
し
冬
麗う
ら
ら�

�

野
村
タ
カ
子

拾
ふ
児
に
似
て
ゐ
る
母
に
紅
葉
散
る�

廣
末　

榮
子

地
方
紙
に
紅
葉
の
名
所
探
し
を
り�

福
岡
い
つ
子

砥
部
焼
を
競せ

り
売
る
声
や
秋
日
和�

福
岡　

繁
平

旅
果
て
て
降
り
立
つ
駅
の
秋
桜�

松
林　

静
子

縄
文
人
住
み
し
土
地
な
り
冬
浅
し�

宮
田　

弘
道

陶と
う
え
ん園

の
綿
虫
に
し
て
う
す
み
ど
り�

宮
内
か
よ
子

隣
よ
り
小
菊
が
の
ぞ
く
一
葉
忌�

向
井　

章
子

短た
ん
じ
つ日

や
町
に
昔
の
く
ら
し
館�

向
井　

初
子

冬
初
め
夫つ
ま

の
衣
服
を
買
ひ
足
し
て�

森　
　

安
子

も
う
こ
ん
な
年
に
な
っ
た
か
子
の
白
髪　

�

松
﨑
奈
津
栄

出
直
し
に
し
っ
か
り
締
め
る
靴
の
紐　
　

�

松
﨑　

春
子

秋
風
が
熟
す
フ
ワ
リ
と
愛
を
説
く　
　
　

�

石
井
ひ
ろ
み

良
い
こ
と
だ
け
を
探
し
な
さ
い
と
風
の
声�

田
中　

貞
美

挨
拶
は
タ
ッ
チ
で
交
わ
す
心
地
良
さ　
　

�

石
手　

孝
子

結
末
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
さ
卵
割
る　
　
　

�

斉
藤
美
恵
子

棺か
ん

の
中
で
ゆ
っ
く
り
ハ
チ
マ
キ
を
外
す　

�

高
畑　

俊
正
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食
品
・
野
菜
・
雑
貨
・
砥
部
焼
・
ぜ

ん
ざ
い
の
販
売
。
竹
馬
作
り
や
サ
ッ

カ
ー
教
室
な
ど
笑
顔
あ
ふ
れ
る
楽
し
い

日
曜
日
。
13
時
30
分
か
ら
餅
ま
き
を
行

い
ま
す
。

日
時　
１
月
12
日
日
9
時
～
14
時

場
所　
砥
部
町
商
工
会
周
辺

問
砥
部
町
商
工
会
☎（
９
６
２
）２
１
４
８

受
付
期
間　
２
月
３
日
月
～
10
日
月

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
８
時
30
分
か
ら

17
時
ま
で

受
付
場
所　
愛
媛
県
中
予
地
方
局
７
階

（
松
山
市
北
持
田
町
）

持
っ
て
く
る
も
の　
認
め
印

抽
選
日　
３
月
５
日
木

問
愛
媛
県
営
住
宅
管
理
グ
ル
ー
プ
☎

（
９
９
８
）
６
６
７
１

愛
媛
県
中
予
地
方
局
建
設
部
建
築
指
導

課
☎
（
９
０
９
）
８
７
７
８

※
事
前
に
問
い
合
わ
せ
を
す
る
人
は
、

愛
媛
県
営
住
宅
管
理
グ
ル
ー
プ
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

２
月
11
日　

 火・祝

① 

14
時
～
16
時
（
受
付
13
時
30
分
）

②

 

18
時
30
分
～
20
時
30
分
（
受
付
18
時
）

場
所　
Ｊ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ 

Ｔ
ｅ
ｒ
ｒ
ａ
ｃ
ｅ 

ひ
め
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
（
ま
つ
ち
か
タ
ウ
ン
内
）

申
込
方
法　
氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加

希
望
日
程
番
号
を
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  https://w
w

w
.m

sc-ehim
e.jp

問
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
（
９
３
３
）
５
５
９
６

offi
ce@

m
sc-ehim

e.jp

日
時　
２
月
１
日
土
９
時
～
12
時

※
小
雨
決
行　

　
順
延
日　
２
月
８
日
土

場
所　
砥
部
町
陶
街
道
ゆ
と
り
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
と
多
目
的
広
場

試
合
形
式　
５
人
１
組
で
ラ
ウ
ン
ド
し

ま
す
。
個
人
・
チ
ー
ム
そ
れ
ぞ
れ
２
ラ

ウ
ン
ド
、
16
ホ
ー
ル

参
加
資
格　
小
学
５
年
生
以
上
の
男
女

募
集
期
限　
１
月
17
日
金

申
込
方
法　
ゆ
と
り
公
園
管
理
事
務
所

に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
参
加
費
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

参
加
料　
３
０
０
円
（
１
人
）

問
砥
部
町
陶
街
道
ゆ
と
り
公
園
管
理
事

務
所
☎
（
９
６
２
）
４
６
０
０

　
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
、
生
活
に
関
す
る
手
伝
い
が
で
き

る
支
援
者
や
地
域
で
の
支
え
合
い
活
動

な
ど
の
担
い
手
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

場
所　
砥
部
町
文
化
会
館

対
象　
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地

域
の
支
え
活
動
に
関
心
の
あ
る
人

申
込
方
法　
１
月
21
日
火
ま
で
に
、
氏

名
、住
所
、年
齢
、電
話
番
号
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

定
員　
先
着
40
人

研
修
日
程

第
１
回　
開
講
式
・
講
義

日
時　
１
月
28
日
火
14
時
～
16
時

会
場　
会
議
室
３

第
２
回　
高
齢
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て

日
時　
２
月
４
日
火
14
時
～
15
時
30
分

会
場　
視
聴
覚
室

第
３
回　
高
齢
者
心
理
・
認
知
症
へ
の

理
解
に
つ
い
て

日
時　
２
月
13
日
木
14
時
～
15
時
30
分

会
場　
会
議
室
３

第
４
回　
町
内
サ
ロ
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
つ
い
て

日
時　
２
月
18
日
火
14
時
～
15
時
30
分

会
場　
視
聴
覚
室

第
５
回　
講
義
・
閉
講
式

日
時　
２
月
25
日
火
14
時
～
16
時

会
場　
視
聴
覚
室

問
砥
部
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
９
６
２
）
７
１
０
０

（
９
６
２
）
７
１
８
６

　
司
法
書
士
に
よ
る
成
年
後
見
制
度
に

つ
い
て
の
講
演
と
当
事
者
発
表
、
昼
食

交
流
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　
１
月
26
日
日
10
時
30
分
～
13
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
ら
ま
ち

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

対
象　
砥
部
町
内
在
住
で
、
精
神
障
が

い
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
、
関
係
者

申
込
方
法　
１
月
17
日
金
ま
で
に
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
話
、
メ
ー

ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
法
人
南
風
会
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
さ
と
わ
☎
／
（
９
０
４
）
１
７
５
１

satow
a@

nanpukai-tobe.or.jp

　
「
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女
の
出

会
い
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い
や
カ
ッ
プ
ル

の
フ
ォ
ロ
ー
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推

進
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
次
の
日
程

で
説
明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
興
味

の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

説
明
会
日
程

情報あれこれ
県
営
住
宅
補
欠
入
居
者

精
神
障
が
い
者
家
族
の
集
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
員
説
明
会

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

第
１
回
ア
ト
ム
カ
ッ
プ 

チ
ャ
リ

テ
ィ 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

催
し
募
集

と
べ
楽
市
催
し
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日
時　
２
月
16
日
日
９
時
～
（
受
付
）

場
所　
砥
部
町
陶
街
道
ゆ
と
り
公
園
体

育
館
ア
リ
ー
ナ

部
門　
一
般
・
女
性
の
部
（
６
人
制
）

参
加
資
格　

○
砥
部
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
連
盟
登
録
チ
ー
ム
ま
た
は
連
盟

登
録
者
で
構
成
す
る
チ
ー
ム

○
砥
部
町
内
在
住
・
在
勤
者
で
構
成
す

る
チ
ー
ム

○
砥
部
町
内
在
住
者
を
含
む
メ
ン
バ
ー

で
構
成
す
る
チ
ー
ム
（
一
般
の
部
の
み

出
場
可
）

募
集
期
限　
１
月
27
日
月

参
加
料　

参
加
登
録
者
１
人
に
つ
き

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
10
個
以
上

問
愛
媛
新
聞
エ
リ
ア
サ
ー
ビ
ス
砥
部　

芳
之
内
☎
（
９
６
２
）
２
２
１
４

受
験
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

※
32
歳
の
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

受
付
期
限　
１
月
７
日
火

試
験
日　
１
月
11
日
土

問
自
衛
隊 

松
山
募
集
案
内
所
☎
（
９
４
７
）
３
０
４
０

　
聴
覚
や
発
話
に
障
が
い
が
あ
り
、
音

声
に
よ
る
通
報
が
困
難
な
人
の
た
め

に
、
海
で
事
件
や
事
故
に
あ
っ
た
と
き

に
、
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

利
用
し
て
素
早
く
海
上
保
安
庁
に
通
報

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
８
」

の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

    https://w
w

w
.kaiho.m

lit.go.jp/
info/kouhou/post-678.htm

l

問
海
上
保
安
庁
警
備
救
難
部
管
理
課
☎

０
３
（
３
５
９
１
）
６
３
６
１

　
複
数
の
機
関
に
行
く
必
要
の
あ
っ
た

自
動
車
保
有
手
続
き
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
（
Ｏ
Ｓ

Ｓ
）
に
よ
り
、
い
つ
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
手
続
き
は
専
用
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

    
「
O
S
S　
車
」
で
検
索

問
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
ヘ
ル
プ
デ

ス
ク
☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
０
０

※
年
末
年
始
を
除
く
平
日
の
８
時
30
分

～
17
時

　
県
民
が
自
ら
企
画
立
案
し
て
実
行
す

る
森
林
林
業
に
関
す
る
事
業
を
募
集
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
愛
媛
県
森
の
交
流
セ
ン

タ
ー
か
愛
媛
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　
１
月
31
日
金

申
込
方
法　
所
定
様
式
を
郵
送
で
愛
媛

県
地
方
局
森
林
林
業
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

    http://w
w

w
.pref.ehim

e.jp/
h35900/6366/kouryucenter/
index.htm

l

問
愛
媛
県
森
の
交
流
セ
ン
タ
ー
☎

（
９
９
０
）
７
０
１
７

　

１
月
31
日
金
は
、
労
働
保
険
（
労
災

保
険
・
雇
用
保
険
）
料
の
第
３
期
分
の

納
付
期
限
で
す
。
事
業
主
の
皆
さ
ま
に

１
月
21
日
ご
ろ
に
納
付
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
☎

（
９
３
５
）
５
２
０
２

労
働
保
険
料
の
納
付
期
限

自
動
車
保
有
手
続
き
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｏ
Ｓ
Ｓ
）

聴
覚
障
が
い
者
な
ど
の
緊
急
通
報

サ
ー
ビ
ス

自
衛
官
候
補
生

愛
媛
新
聞
旗
第
21
回
砥
部
地
区

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

令
和
２
年
度
森
林
環
境
保
全
基

金
公
募
事
業
の
提
案

お
知
ら
せ

相談内容 日時 場所 問い合わせ

心配ごと相談
１月 ９ 日木 10 時～ 12 時

老人福祉センター 社会福祉協議会
☎（９６２）７１００１月 23 日木 10 時～ 12 時

行政相談
１月 15 日水 10 時～ 15 時 文化会館会議室１ 総務課総務管理係

☎（９６２）６１１０１月 25 日土 10 時～ 12 時 ひろた交流センター

人権相談
１月 15 日水 10 時～ 15 時 文化会館会議室１ 社会教育課社会教育係

☎（９６２）５９５２２月 17 日月 10 時～ 15 時 文化会館視聴覚室

各 種 相 談
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地
酒

蔵
元
協
和
酒
造�

問（
９
６
２
）２
７
１
７

か
ち
鶴
酒
造�

問（
９
６
２
）２
０
１
７

佐
々
木
酒
造�

問（
９
６
９
）２
０
０
５

広告

ふ る さ と 納 税 返 礼 品

「陶里」　陶器の里をイメージして造られました。愛媛県産松山三井を
50％に磨き、愛媛県産酵母で仕込んだ純米吟醸酒です。
「ないしょばなし」　お米だけで造ったお酒を昔ながらの袋搾りで搾り、舟
口から流れ落ちてくる搾りたてをそのまま瓶詰めした純米酒の逸品です。

ふるさと納税限定　地酒セット
　「陶里」720㎖× 1 本（協和酒造）
　「ないしょばなし」720㎖× 1 本（かち鶴酒造）

編

集

後

記

　
今
月
の
表
紙
は
、
映
画
「
未
来

へ
の
か
た
ち
」
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ッ

ト
の
１
枚
で
す
。

　
出
演
者
が
砥
部
焼
で
彩
ら
れ
た

食
卓
を
囲
み
、
愛
媛
名
物
の
五
色

そ
う
め
ん
を
食
べ
る
と
い
う
、
大

森
監
督
の
地
元
愛
あ
ふ
れ
る
１

カ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問地域振興課 ☎（962）7288

　地酒とは、昔からその土地で、地元の米・水
を原料に造られている日本酒のことで、その土
地の料理や嗜好に合った味わいが特徴です。
　現在、本町には、明治創業の蔵元が３蔵あり
ます。規模は小さいですが、昔ながらの製法を
元にこだわりを持って醸造・販売しています。

介護・看護職員
正職員・パート募集

とべ和合苑

℡０８９－９６２－７７００
担当：奥村まで

随時受付中

とべ和合苑

 銘柄『初雪盃』は、
「生活に寄り添い、彩
を添える酒」をモッ
トーに、ほぼ手作業
で一つ一つ丁寧な酒
造りをしています。

 「袋搾り」にこだわ
り、丹念に熟成させ
る手造り天然醸造の
蔵です。長期貯蔵生
原酒など飲みごたえ
があります。

　長期貯蔵酒は、機
械に頼らず、自然の
力で天然貯蔵してい
ます。
※現在、新酒の仕込み
は休んでいます

発行/砥部町（〒791-2195 宮内1392番地）
　https://www.town.tobe.ehime.jp/
編集/総務課（☎089ｰ962ｰ6110） 印刷/佐川印刷株式会社
この広報紙は、再生紙を使用しています。

人の動き（12月１日現在） ●人口21,004人（－10）男10,006人／女10,998人　●世帯9,327世帯（＋1）




